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新しい発見 

船とジュゴンと沿岸域マネジメント 
田中 広太郎（笹川平和財団 海洋政策研究所） 

 絶滅危惧種であるジュゴンの鳴き声、ならびに生息
地を走る船の航走音をのべ 10 地点で記録することで、
タイ・タリボン島周辺の沿岸域においてジュゴンと船
が「いつ・どこを使うのか」を調べました（図 1）。統
計モデルを用いて環境要因との関わりも調べたのです
が、共通した明確な利用パターンが見られたわけでは
なく、観察地点ごとに「いつ使われるか」はバラバラで
した（図 2）。もしかしたら、個体あるいは集団ごとに
行動のパターンは異なっているのかもしれません。海
洋空間計画（Marine Spatial Planning）という言葉で
表されるように空間的な側面＝海の上に線を引く と
いうイメージで語られることの多い海域マネジメント
ですが、地点によって利用の時間パターンが異なると
いう本研究の結果を踏まえると、時間的な側面につい
ても同様に考慮すべきではないか、という提案を投げ
かけています。 

 
図 1 録音機設置作業の様子。 

 
以下、全て余談です。 

 Ocean and Coastal Management という雑誌に投
稿したこともあり、上に述べたように本研究の結果を
踏まえた保全や海域マネジメントへの提言をディスカ
ッションに書いていたのですが、書きながら自分の中
でずっとモヤモヤしていたことがありました。「適切な
沿岸域マネジメントのためには細かい空間スケールで
の海洋空間計画を検討すべき」「空間的な側面だけでな
く時間的な側面も調べ、検討に含めるべき」「科学的調
査は各生息地ごとに綿密に行うべき」「目視だけでなく
音響や複数の調査手法を組み合わせるべき」… これら
の提案自体は、本研究の結果を踏まえても間違ってい
るとは思いません。しかし、現地の沿岸域を利用する住
民の方々、あるいは管理する行政の方々にとって、この

ように研究者が論文のディスカッションに書いた「べ
き」論は常に歓迎されるものなのでしょうか。特に人間
活動が活発な沿岸域において、事細かに定められた海
域利用の制度は、利用者・管理者双方にとって少なくな
い負担になるはずです。複数の手法を用いて調査を行
うための予算は、誰がどう負担するのでしょうか。コミ
ュニティの外からやってくる研究者が、どれだけの期
間その土地で研究活動を行えるのでしょうか。政策提

 

 
図 2 （上）タリボン島沿岸の各観察地点におけるジ
ュゴン鳴音の平均検出数（鳴音数/時）。（下）多くの
鳴音が観察された地点における、鳴音検出数の時間
変化。 
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言 分を書け 書く ど、自分の提案にいくらでも
論が思い か ことに して、 しさと がこみ
上げます。 

方で、バイ ン （音響観察含 ）によって
られた結果は海域マネジメントに して なもの
であることも いようのない事 です。「科学が すも
のは ではなく、 である」とよく言われます。

られた結果をもとにした を提 ・ し、それを
の つとして、地 の方々の 思 定を ート

する… それが、 々なとこ で言われる科学と の
結び きの なのだと思います。 
 
 S  o 1 1 に されている 者の記事で、
20 0 までに の 域と海域の 0 を保全しよう
という「 0 0」という目 に れ、この数 が
人 きすることについてのリス を投げかけました。

、 きな に すると、各 の い方々が
新たな海洋保 を設定したことを らかと 言し、

から 手が き こる… という を目にしま
す。その中に、現地の方々はおられるのでしょうか。沿
岸に け く ど、海は なる空間ではなく、
人々の生業と く結びついていきます。保 域を 1

やすことは、その数 に して 常に い 合い
を つことを、 た はみな しなけれ なりませ
ん。 

 
ごく沿岸の海域で多くの時間をすごすジュゴンにつ

いて調べることは、同時に現地の人々の らしを考え
ることに がります。そして の研究を通して、沿岸
域がいかに イ ミッ で複雑な 所かということを

く ました。特に海域マネジメントにかかわる考
察を書く には、現地の を 視した りよがりの
提案にならないよう、とはいえ研究 は 観的に

ールできるよう、 を けなれ なりません。その絶
なバランスを をもって たことが、 にとって

の「新たな発見」だったのかもしれません。 
 

発表論文  
ana a   c i a a   amats   

itti attana ong   rai   and Mitam ra   

202  Spatiotemporal ariations in t e aco stic 

presence o  d gongs and essel tra ic aro nd 

ali ong sland  ailand  np ts or local coastal 

management rom passi e aco stical aspects  

 2  10 10  

ttps //doi org/10 101 / ocecoaman 202 10

10

 

https://doi.org/10.1016/j.ocecoaman.2023.106810
https://doi.org/10.1016/j.ocecoaman.2023.106810
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新しい発見 

メ  
田 生（ 海 学 海洋学 ） 

 の に 置する には い時
期 に た く さ ん の ス メ リ 図 1

が します でも いつか
らいつまで らが ているのか のためにわ わ

人 環境に るのか わからないことは どあり
ます 々の ー ス メリ ジ ト
ー 者 学 はこの
ス メリ の事を るため 数 に り共同調査を

しています  

図 で したス メリとカ と リカモメ

の 面から出る の い や 中が見える  

ス メリは で明 な の びれがなく い
の体 をしており 面で する を目で発見

するのはとても 変な種 のイルカ の ジラ
目 です 方で らは に リッ 鳴音を発
しており 音響による発見 は目視の くと 定
されています 間に らを発見することはさらに

です 数 間の目視調査を行いましたが 多少の
音は こえるものの を えることすら 常に

しいこともわかっています 鳴音であれ 間も
も関 なく らを見つけることができます そこで本
研究では に するス メリの を

することを目的に 鳴音記録 度を や時
に することにしました  
 

中マイ を海中に設置し 2 間の録音を
行いました 調査地点は の 2 地点 図 2 で
201 201 に 中 St 1 201

201 に St 2 としました  

図 2 調査海域 と音響記録地点 St 2 目の

には がある  

 
に きなどを設置することは しいため ー に録
音 置 tag を 定し 図 海 から  m の 置に
岸 から り下げました られた音響記録にて ス
メリの鳴音と雑音の 分け を行い 1 時間辺りの記
録 度にて しました  

図 から音響記録計を下 す の様子 もつけ

て や くの に結びつけて あとは 置  

 

結果を 1 変化 2 変化 音響 行動の
点に 目して にご します  

1 変化 St 1 中 で 12 1 に St 2
で に記録の ー がありました いずれ

の 所でも 20 度を下 る に記録が え め
20 度を す に記録は に 少していました

い時期によく見かけると言われていますが 鳴音記
録でも い時期に する点は していました ま

St.2 

St.1 
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た 所によって ー に違いが出る点も面 く ス
メリ の動きが見えるようです の は調査
も違うため 多くを語ることができないので は同
時の調査が まれます  

2 変化 録音記録 ー 期間に りますが
St 1 中 は 中 1 時 に ー が見られますが

1 中記録がありました 方 St 2
では 時ご に記録の ー があり に い時間
に記録が多くありました い でも記録 時間
が違うのはな なのか 観 の違い らの 動の

々 したくなりますが しくは論文をご
くださいませ  

音響 行動 ス メリの リッ 鳴音はその
間 10 ms 以下のものを 音として多くの
で述べられています そこで 平均 リッ 間 から

音と通常の 音に分け 観 地点 に記録数
の をしてみました すると 音が多く記録
されているのは St 2 St 1 中 ではその数は
多くありませんでした この ー の が 域利用
目的の違いを しているのではないか と た は
考えています  

さて 鳴音記録数は 数とイコールとして いか
と われれ 確かに機 の記録 では鳴いてい

なかったのでは さい鳴音で録音できてないかも
所が記録 外 など 特定要因はたくさんあ

ります その上で を れずに 考えていることを
言え に するス メリた は の れ
と共に 々に の中 St 1 に ってきて を迎える
に の St 2 まで り き 川からの で

えた をパ パ と べ の わりと共にいなく
なる そんな生活をしているのではないかと して
います また の中は に べ やや である
ことがわかっており い時期に 多少は たさのマシ
な に なら をしにやってきているのかも
しれません 者もおらず も あるとすれ

地として言うことなし な環境なのかも  
いずれにせよ本 では 観 が異なるという
により 言いたくても言い切れないことが あり

ました した 以 201 コ も通し
て 鳴音調査は いています その のお はまた 度
ということで  
 
発表論文  
田 生 子 田 田 201 201  
における の に したス メリ

の音響記録 科学 202 2
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新しい発見 

アオウミガメ幼体は砂中で騒音にどう反応するか 
西澤 秀明（京都大学大学院 情報学研究科） 

 近年、騒音が動物に与える影響についての関心が高
まっています。特に、音は水中での透過性が高いため、
水中騒音の海洋動物への影響について関心が持たれて
きました。しかし、陸上（砂浜）で産卵・孵化するウミ
ガメ類にとっては、陸上（砂浜）での騒音が問題になる
可能性もあります。そこで、今回は、アオウミガメが孵
化後、砂中を移動するときに、騒音がどのような影響を
もたらすのかについて調べました。 
 室内に実験用のチャンバーを設置し、3 区分（何も音
を聞かせない対照区、自然環境レベルのホワイトノイ
ズ騒音を聞かせる実験区、大きなホワイトノイズ騒音
を聞かせる実験区）の音環境での実験をおこないまし
た。チャンバーの中央をガラス板で仕切り、片側にアオ
ウミガメの卵 20 個を入れ、砂を入れて擬似的な産卵巣
を作りました。反対側には赤外線カメラを設置し、孵化
した幼体が砂中から脱出するまで記録します。また、砂
中に録音機のマイクを設置し、音からも行動を計測で
きるようにしました（Nishizawa et al. 2021; 会報 No. 
179 参照）。なお、「自然環境レベル」は対照区＋13dB
程度（砂浜での通常の波音レベル程度）、「大きな騒音」
は対照区＋25dB 程度とし、騒音 30 分＋無音 2 時間
30 分のサイクルを繰り返すこととしました。 
 幼体から発せられたと考えられる音も録音されてい

ましたが、その回数は大変少なく、生態・行動上の意味
を議論することはできませんでした。また、脱出までに
かかった時間に 3 区分で有意な違いはありませんでし
た。しかし、「大きな騒音」曝露時に活動が顕著に増加
することがわかりました。さらに、「大きな騒音」曝露
後には活動が低下することもわかりました。これは、捕
食者に巣を掘り返されたときの逃避や、近くの幼体と
の同調的な行動をおこなうために音が重要な刺激とな
っている可能性があることを示す一方で、人為的に継
続的な騒音が発生する場合には砂中で幼体が無駄にエ
ネルギーを消費してしまう可能性を示しているといえ
ます。これまであまり考えられてこなかった砂浜周辺
での騒音の動物への影響についても、今後考えていく
必要があるかもしれません。 
 
(発表論文) 
Maeda Y, Nishizawa H, Kondo S, Ijichi T, Ichikawa 
K (2024) Effect of noise on sand digging and 
emergence activities in green turtle (Chelonia 
mydas) hatchlings. Journal of Experimental Marine 
Biology and Ecology 570: 151974 
https://doi.org/10.1016/j.jembe.2023.151974

 

https://doi.org/10.1016/j.jembe.2023.151974
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新しい発見 

オオ ウウオ る  
 （ 動物 ） 

 めまして、そして 無 しております。
動物 の と します。7 年 に した「

き」（会報 No. 131）から を 1 年近く き続 、
き継いでくれた さんがさらに き続 、 1 年
オオサン ウウオの 個体を い続 ました。
2024 年 4 にようやく論文としてまとめましたので、

します。 
 
 オオサン ウウオは わ と れた の 者 で
すが、 によっては生 数が 少していることが

されています。 は で、 などの 物に
よる の分 や生 環境の消 、 中 による個
体の 下などが考えられます。中でも、近年大きな問題
となっているのが近 のチ ウ クオオサン ウウ
オ（ は 数 に分類されている）との 問題です。
2024 年 7 には外 とその 個体が特 外 生
物に され、何かと 題になることが くなりまし
た。 が している でも、2022 年に 個体が
発見され、 的に が 行している は にも
あると されます。 の 行を ためには、

との を調べる でなく、 ・ 個体の
生態をもとにした の を考えな れ なり
ません。しかし、 個体の生態を調べた はありま
せんでした。そこで、 の 行がきわめて で、

に 個体が される 中 で調 をするこ
とにしました。 

 研究では、文化 の 可のもと 0 90cm
どの 体 7 個体を 波 レメト ーによって しま
した。オオサン ウウオやチ ウ クオオサン
ウウオは、一 的に から 9 にか て を
え、その少し から がある上 へ移動し、
後には卵を る 有 （ ） 外は 下 へ移動す
ると考えられています。しかし、調 には高さ 50
0cm どの な が一 間 で していま

す（ 1）。そこで、 後を とで行動
の大きさや 間にお る上 側の 用 度を
しました。また、水 や水 による上・下 の移動へ

の影響を 的に調べました。 
その 、7 個体中 5 個体を 1 年 上 すること

ができました。行動 は 後で大きく、 に
は さいことがわかりました。また、 間の上 側
の 用 度も 後で高く、 は低いこと
がわかりました。実 に、 に の下で
していた 個体を したとこ 、 の に特
有の 出 周 の が られました。これ
らのことから、 個体も と同 の 生態を
もつことが示 され、 し が こっていることを
行動 から 持する となりました。一方で、 巣

や幼生が発見されている上 まで移動した個体は
なく、11 個ある のう り えたのはわ か 2
個 でした（ ）。このことから、 個体も

などの 物によって への移動が

調 にある の一つ 個体が 上した 2

つは の 個 があるものと一 が した 物

で われたもので かりになると考えられた  

2 下で する 個体 何度も 上しよう

と るが していた 2017 年 7 2 影. 
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されていると考えられました。調 近では 巣
や幼生が されていないため、中・下 の個体は

に 与していない可能性があります。さらに、水
や水 による上・下 の移動への影響は られ 、
などによる増水で大きく下 に される個体もいませ
んでした。 し 、増水後に を えて上 に移動
した個体もいたのです。 

今回、1 年 近くオオサン ウウオ（ 個体）を
い続 たことで、 問題に対するいくつかの対
が られました。 え 、 中 の 個体は
に 与していない可能性が高いことから、 巣

のある上 や、中 でも に 下を
中的に調 することで、より 的に 個体を捕
できるかもしれません。また、 の分 を ため、

生き物が 上しやすい などに されつつあります
が、や くもに してしまうと 個体の分 を

てしまう れがあります。オオサン ウウオが生
している で を行なう には、その

にお るオオサン ウウオの生 や を
ま 調べておく必要があるでし う。場合によっては、

をあえて すことで一時的に の 大を食い め
られるかもしれません。一方、増水などで下 に大きく

されることはありませんでしたが、 などによって
上でき 、 として に下 へ移動する可能性

があります。したがって、下 に の との分 が
ある場合は 個体の 入に 意しな れ なりませ
ん。また、増水時に陸 を 用して 回し、 るこ
とができない を り える可能性も考えられます。
実 に、 では大 の後に や する で

個体が発見される もあり、調 中にも増水時に
陸 に避 している個体を発見しました（ 3）。さら
に、 研究で した 1 個体は が行なわれた
場 の 中から発見されました（ 4）。これは、 通
なら も ることがなかった ことですが、 しても
発 機によって 場 を特 できたことで された

です。まさに、バイオ レメト ー からこそ ら
れた 見 と います。 

研究では、個体数や体サイズ、生 環境など 的
な要 も く、 が 行しているすべての に
てはめることはできません。しかし、 大を食い
める な ントが られたのではないかと考えてい
ます。また、 めてオオサン ウウオ（ 個体）を
高 度で 的に したことで られた 見は、

の生態 明や にも つものと ています。
しい内 については、 論文を 一 く さい。 
 

後に、少しでも く 研究を発表するべきでした
が、 の の さ えに論文としてまとめるのに5 年
も過 てしまいました。それにも関わら 、 生方には

後まで かく いた きました。また、 研究は
3 に 1 回の ース（実 には個体によって調 が

なるため 3 に 2 回）で を く必要があり、
一人では し ませんでした。研究を き継いでく

れた さんは め、 時の研究室の 方には調
の 行や 方 の など くの を りまし
た。この場を りて、 に く し上 ます。 
 
(発表論文) 
Koshiro Hara, Shintaro Tabuchi, Hideaki Nishizawa, 
Kanto Nishikawa,Hiromichi Mitamura. Effect of 
seasonal changes and river structures on the 
behavioral patterns of the hybrid giant salamander 
in the Kamo iver, Japan. Herpetological 
Conservation and Biology. 2024. 19(1):13 22. 
 

3 増水時に の陸 に避 する 個体 2017 年

10 29 影. 

4 した 個体が発見された場 中央の 中を

掘り こすと の一 と発 機が出てきた  
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新しい発見 

体 に る  
 学（ 大学 学 ）・高  一（京都大学 ラ ト ー 学 大学院・大学院 学研究科・

ール 科学 研究 ン ー）・  （京都大学 ール 科学 研究 ン ー） 

 体類、片側に がある べったい、変わった を
した 。そんな に 音波発 機を て、体 が さ
な時 の移動を したい ということで、 する
のに した方 を 実験により したのが 論文
です。 

用したのは、Innovasea の 音波発 機
（ 5 2H）を した ミー 。それをホ ガレイ
（ ）の （ 102 mm

後）に しました。 した方 は、外 （ 1）
と 内 の 2 類です。これら 2 に ント ー
ル を加えた 3 を用いて、316 間の 実験を行
った 、 のホ ガレイ では、外 （40 ）
よりも 内 （93 ）の方が生 が高く、 の
脱 もありませんでした。また、外 した 15 個体
のう 12 個体において、 切れして が脱 してい
ました。一方、 は 方 にかかわら 、 ント

ール と はありませんでした。したがって、外
よりも 内 の方が した 方 であるこ

とが示 されました。 しい内 は、論文を く さ
い。 

(発表論文) 
Kume, M., Takagi, J., antsuji, Y., Ito, T., 
Yamashita, Y., Mitamura, H., ada, T. (2023). 
Tagging of age 0 flatfish with acoustic 
transmitters: Comparison of internal implantation 
versus external attachment. Environmental 
Biology of ishes 106(10): 2011 2019. 
https://doi.org/10.1007/s10641 023 014 1 3 

 
1 ミー を外 されたホ ガレイ。

新しい発見 

に ウ ウウオ 
高  一（京都大学 ラ ト ー 学 大学院・大学院 学研究科・ ール 科学 研究 ン ー） 

 類や 類、 類など、 くの生物は 巣性や
性を持つことが られています。 論文では、チ ウチ

ウウオが 巣性を持つことを しました。高
中 上ノ加 の ど近くの に生 するチ ウ
チ ウウオを捕 して し、捕 から 100
500 m れた場 に しました。 した 24
個体中 個体が、 大 500 m の から 巣しまし
た。 は 下の論文をどう  
 
(発表論文) 
Homing of a butterflyfish in the temperate western 
acific cean. J Takagi, K ujioka, S sai, Y Itaya, 

H ukuda, K Ichikawa, H Mitamura. 
(9), 1907 1913. 

https://link.springer.com/article/10.1007/s10641
023 01469 z 

 
 ですが、このチ ウチ ウウオの研究は「対 と
したかった が（ な により）実験に すること
ができない」ということから まりました。このような

験は実は 度 で、一度 は メバルがホ ササ
ノ ベラに化 ました（こ らも論文にしています）。
そして今回チ ウチ ウウオに化 たのは、マア で
す。も ん 論文の 巣実験は、チ ウチ ウウオが
対 になったので めたことではあります。研究対

との出会いは、どこに がっているか分からないも
のです 。この実験 外にも レメト ーの実験をし
ていますので、続報を いた れ いです。 

https://doi.org/10.1007/s10641-023-01481-3
https://link.springer.com/article/10.1007/s10641-023-01469-z
https://link.springer.com/article/10.1007/s10641-023-01469-z


 

- 10 - 

新しい発見 

ウ は に る 
 （京都大学 ール 科学 研究 ン ー） 

サ 、メバル、カレイなどの 類は、 の大 を問
わ 、産卵場、 場や などに回 ・ する。動
物は、いつその能 を につ るのか、な 特 の場
がわかるのか、どうして うとするのか。この 議
は、 から人 を しつ てきた。 、 、オ

ア アそして ア アなどに生 するウ ギ 類
も、 今、同 に などに回 ・ することが ら
れるようになってきた。しかしウ ギ 類は、いつ回

・ 能 を につ るのか、な 特 の場 がわか
るのか、についてはあまりよくわかっていない。ま 、
ある の の影響を ない 2 か （ , B ）に
おいて、 な大きさの ホンウ ギ 1 個体（
204  570 mm）を捕まえて、 音波発 機をつ た。
そして で捕まえた個体を B に、B で捕
まえた個体を に した。なんと、 400 
mm 上の大きな個体は、数 内に、 の行動

よりも 方から、 に い時間 に、捕 に り
いた。 400 mm にどのような内的や外的な意味

があるのかは、よくわからない。一 的に、 に る
にあたり、見 ら の を通って ると は少な

から つきまとう。しかし という環境では、
400 にもなると、 間に同 や の捕食者から
われることは であ う。 われる が少ないウ
ギ が、これまで きにわたり 用したであ う

や 場を めたのかもしれない。 さなウ ギは、そ
もそも せ にウ ウ しているのかもしれない。
また、回 した個体の 合は、捕 場 によって はな
かった。これまでウ ギ 類の での回 行動に
は が 用されているのではないかと考えられてき
た。上 から となる いが れてくるのであれ 、下

に された個体の方が回 する 合は高くなりそ
うではあるが、そうはならなかった。機 は なよう
である。 しくは論文でどう 。 
 
(発表論文) 
Hiromichi Mitamura, Junichi Takagi, Yoshimi Itaya, 
Shun atanabe, Manabu Kume. arger yellow
phase Japanese eels show short range homing in 
a freshwater river. Journal of ish Biology. 2024.  
https://doi.org/10.1111/jfb.15 15 

 

https://doi.org/10.1111/jfb.15815


- 11 - 

外調 報  

ガ  
 （京都大学大学院 学研究科） 

 めまして。京都大学大学院 学研究科 1 年の
と します。このた 、 年度から参加させて

いた いている にお るホ ガレイの調
について報 いたします。 

 ホ ガレイは 洋 、 内海、 西 など
に 片的に分 するカレイ科の一 です（ 1）。
は 少かつ 常に高 であることから、 な 場の一
つである では、人 の が実 され
ています。 の 研究室では、 水産 研究
や 大学などと 同で、ホ ガレイ人 の 外
にお る行動の 、そして の 上を

した研究に り んでいます。 
 調 の は にある で、ホ
ガレイ の対 となっています。 時には

が がり、アサ や のり（ トエ サ）を 表と
する かな海の （ 2）で られています。今年の調

では、 10 cm のホ ガレイ 0 の 音波
レメト ーによる を中心に、 の を用いて
ホ ガレイ の 外にお る 食などを調 してい
ます。6 にはおよそ 3 間 に し、 機の
設置と発 機 個体の を行いました。 機の
設置時には、過 に設置したは の が見 たら
ない、必要な機 が 通りに かないなど わ ト
ラ ルに見 われましたが、 の に
う て を できました。 
 は、ホ ガレイ の ての である水産

研究 の方 と一 に、発 機を した個体が
外へ っていく を見 ります（ 3）。水 内

で生まれ った人 にとっては めての 外です
が、 とんどの個体がす に水 へと いで き一
心です。しかし、今までの調 から、 した
の一 は の 類などに捕食されてしまうことがわか
ってきました。捕食された に関する情報は研究を

めるうえで重要かつとても 味 いものですが、そ
の一方で、 した個体にはどうか生き て しい
と を ら にはいられません。 
 今回 したホ ガレイ からの ー は、

に回 し、 を めていく です。回 した
ー から、 に している個体、外海へ出て行

った個体、食べられてしまった個体 と のその後
を して く過程はこの研究の 味であると
ます。そして調 で実 の ール を にするた
に、そこで 10 cm 程度の を数か にわたって 可

能な 音波 レメト ー は くべきものであると
ます。し らくの間は ー 回 を し に

つつ、 さなホ ガレイの海 での生き に いを
らせながら研究に り んでいきます。 

なお、 調 は、 研究 機 （ EI）の
年度 水産分 の 「

イン ラを用いた 的な による の
化」（J 24060109）によって実 されています。 

  
ホ ガレイの人 （0 ）。えらの後 の い

がチャー イントです。  

 

 
2 産アサ がたっ りの のりあさりバ ーラー

メン。 の出 が作 で れた心 に ります。 

 

 
3 発 機 個体の の 。なかなか外に出る

が まらない（ ）個体もいます。 
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外調 報  

で ガメ  
 （京都大学大学院 情報学研究科） 

 は めまして。京都大学情報学研究科生物 情報学
の と します。 はアオウミガメの孵化

幼体（ ガメ）が捕食者に対してどのような逃避行動を
見せるのか、について研究しています。この研究のため
に 2023 年 に行った 外調 について報 させてい
た きます。 
 ール は です。 は 大
のアオウミガメの産卵 であるため調 に まし
た。時 は 中 から 9 中 の 1 で、ウミ
ガメ類の調 研究、 を行っている 海洋 ン

ーに させていた きました。 の研究では孵化
幼体に捕食者の を 示し、どんな反 をするのか
を オカメラで 影します。すなわ アオウミガメ
の赤 んを うことになるわ ですが、 一 は

常に可 いの一 に きる、というものでした。 は
ス ーバ イ ン を 味としているので、アオウ
ミガメの 体に関しては で る程見てきたわ で
すが、5 cm 程の幼体が バ している を見ること
ができて しかったのを えています。しかし、その

も 間が るにつれて変わっていくこととな
ります。 
 研究では、水 で幼体を がせ、 を 示した時
にどのように反 したかを で記録しました。
の では、幼体た を水 に せ スイスイと い
でくれて、ス ーズに実験が は ったのですが、
い 実験を めて ると、 い であったことを
い らされました。 たすら に かって 続 る
ものがいたり、反対に がなくなるものがいたりと個
体によって な行動を るのです。実験では幼体が
き んと しているときに を 示する必要があ
るため、その イミン を計るために 続 たり、そ
の個体での実験を めたり 。そのた にカメラのメ

と 、そして が消費されていきます。そう
いうわ で のアオウミガメ孵化幼体に対する は、
可 い 動物、 対 というとこ から出発して、

な動物になり、 る には のか らも消え っ
ていました 。た 、実験中 外で をやったりすると
きは 常に可 く えていたので、 のある動物を
研究対 にはしない うがよいのかもしれません（ ）。
い れにしても、 生動物を対 にした実験がいかに
大変かということを い った い 験になったと
います。 

実験は 中に行いましたが、 が れたあとは

ノー ルや、 りに行ったりと、 ートとしての
を しめました。 は と違って の

が少なく、海 線から数 メートル い で
水 が 10 上 くなります。透明度も く、 影も

いので個人的には の海より でした。 なさ
んも に行く機会がありましたら 海に入
ってその ン ャルの高さ、そして ン ルー を
体 して てく さい  

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

アオウミガメの孵化幼体  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 海 のミズクラ 。 のミズクラ は 

生 が ートマークです。 

 

 

 

 

 

 

 

中に出会ったオガサワラオオ ウ  
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 （京都大学 ア ア 研究研究 ） 

 科学 物 発行の自然と科学の情報 「milsil
（ミル ル）」2024 年 5 （ 99） に 近海のク

ラ特 が されました。研究会からは かがり
生による「バイオ ギン で るマ ウク ラの
らし」、 が した「 類のエ ー ー

ンと 動的音響 測」が されています。 お に
とって く さい  
(参考 ) 
https://www.kahaku.go.jp/userguide/book/milsil
/toc.php id 00017144674 760  
 

 

 
 

https://www.kahaku.go.jp/userguide/book/milsil/toc.php?id=0001714467487608
https://www.kahaku.go.jp/userguide/book/milsil/toc.php?id=0001714467487608
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バイオ ギン カレン ー2025 

 
 高 （ 大学大学院 海 科学研究科） 

 カレン ー の です。2025 年のバイオ ギン
カレン ー用に、 を してく さった さま、

にありがとう います。 な かりで、1 年
が 24 あれ いのに、と ってしまいました。ま
た、 ト ン ストで をしてく さった さま、

ありがとう いました  
 会 の さまからの も まえ、 的には
下記の 2 で ん 16 を わせて きます。16
の内 は、表 1 、 表 3 、 1 （12 ）
となります。 
 
1 数上 6 までの （同 6 が 3 あり

ました） 
2 作チー で ん  
計 16  

 
ここでは、 数上 の を します 、

の イトルは 時のもの、 イトル無しの場合
は を表記しています。 
 

 メ  
さん（ 大学） 

 
 ガ ウ 

中 水さん（ 大学） 

 幼  
上 生さん（ 京大学） 

 
  

上 生さん（ 京大学） 

 
  

高 周さん（ 研究 ） 
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 ウ  
さん（京都大学） 

 
 ミ  

上 生さん（ 京大学） 

 
  
かがりさん（ 京科学大学） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ー に設 ていた自 メント にいた い

た 意見と、 時 での回 をこ らでお えします。
すべての クエストに えきれてはいないのですが、
とても参考になります。ありがとう います。 
 

カレン ーにその のバイオ ギン 研究の っ
とした情報が記 されていると、一 の方に「こんな動
物でも 置が られるの 」と ってもらえるので
いいと います。 と時間があれ いた

れ しいです。 
 

された について、 者に情報を いて
いているので、 年度からは、 せる情報 の一つに加
えます。 
 

いつも、 い を て しんでいます。今のサイ
ズより さく、かつ自 のカレン ーの うが、研究

スク上に置いて しめると います。 
 

上 が しいという 意見は 年出ているので、
会の議題の一つにしたいと います。 

 
その か、 ー ー に設 ていた自

メント にカレン ー へ、お のメ ー を
たくさんの方から きました。こ らこそありがとう

いました  
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シンポジウム案内 

第 19 回バイオロギング研究会シンポジウム 
岩⽥ ⾼志（神⼾⼤学⼤学院 海事科学研究科） 

 2024 年度シンポジウム係の岩⽥です。メーリングリ
ストでもお伝えした通り、今年度のシンポジウムは、10
⽉ 12 ⽇と 13 ⽇に神⼾⼤学深江キャンパスで開催され
ます。 
 シンポジウムに関するアンケートを取ったところ、
「何の動物の話を聞きたいですか」という設問には、海
⽣哺乳類と⿂類という回答が多く⾒られ、「どんな内容
の話を聞きたいですか」という設問には、採餌⾏動とい
う回答がとても多く⾒られました。アンケートにご協
⼒頂き、誠にありがとうございます。詳細なアンケート
結果は、メーリングリストにて共有致します。 
 アンケート結果を踏まえ、本シンポジウムのテーマ
を「野⽣動物の採餌⾏動」としました。結果的に主催者
の専⾨分野となりました。バイオロギング研究の中で
も、動物の採餌⾏動に関する研究は、数⼗年前からの主
流の⼀つです。新しいデータロガーの開発や解析⼿法
の発展、研究者の研究経験や知識の蓄積に伴い、動物の
採餌⾏動について、さまざまなことが明らかになって
きています。本シンポジウムでは、テーマ講演として以
下の 4 名の⽅に、野⽣動物の採餌⾏動に関する最新の
研究成果を、ご紹介頂きます。 
 
-中村⼄⽔（⻑崎⼤学） 
「餌を⾷べ残す⿂たち」 
 
-渡辺佑基（総合研究⼤学院⼤学） 
「バイカルアザラシの超⾼速捕⾷⾏動を可能にする環
境、形態、探索戦略」	
	
-藤岡慧明（同志社⼤学）	
「⾳響⾏動から探るコウモリの採餌戦略」	
	
-岩⽥⾼志（神⼾⼤学）	
「⼈間活動によって⽣まれたヒゲクジラ類の採餌⾏動」 
 
 そのほかに、本シンポジウムでは、⼀般⼝頭発表、ポ
スター発表、企業発表のセッションを企画しておりま
す。⼝頭発表とポスター発表には、学⽣・ポスドククラ
スを対象とした、若⼿発表者賞（副賞あり︕）を設けて
いるので、多くの若⼿のみなさんからの発表申し込み
をお待ちしております。12 ⽇の夜には懇親会も⽤意し
ております。本リンクより、シンポジウム参加申し込み
ができますので、申し込みよろしくお願いします。詳細
なプログラムなどが決まり次第、メーリングリストを

通じてお知らせしますので、適宜ご確認頂けると幸い
です。みなさまのご参加、⼼よりお待ちしております。 

 
 
 
 

第19回⽇本バイオロギング研究会シンポジウム

野⽣動物の採餌⾏動
⽇程︓2024年10⽉12⽇（⼟）、13⽇（⽇）
会場︓神⼾⼤学深江キャンパス4号館
参加費︓無料

テーマ講演
（10⽉12⽇午前）

中村⼄⽔（⻑崎⼤学）
「餌を⾷べ残す⿂たち」

渡辺佑基（総合研究⼤学院⼤学）
「バイカルアザラシの超⾼速捕⾷⾏動を
可能にする環境、形態、探索戦略」

藤岡慧明（同志社⼤学）
「⾳響⾏動から探るコウモリの採餌戦略」

岩⽥⾼志（神⼾⼤学）
「⼈間活動によって⽣まれたヒゲクジラ類の採餌⾏動」

テーマ講演以外の発表（予定）
⼀般⼝頭発表1（12⽇午後） ポスター発表（12⽇午後）
企業発表（13⽇午前） ⼀般⼝頭発表2 （13⽇午後）

懇親会︓12⽇⼣⽅（三宮駅周辺）
*内容等⼀部変更となる可能性があります。

参加申し込みは
こちらから︕

https://docs.google.com/forms/d/1lJ-IAxSIzDgusdhVoDFHKaa2_-tR95Z0BW0EFB_1c7s/edit?hl=ja


-  -  

 

事務局からお知らせ 

会費納⼊のお願い 

 
■会費の納⼊にご協⼒をお願いいたします。 
正会員５０００円、学⽣会員（ポスドク、任期付ポスト
も含みます）１０００円です。 
２年間会費未納ですと⾃動的に退会になりますのでご注
意ください。 
■住所・所属の変更はお早めに事務局まで 
〒606-8502 京都市左京区北⽩川追分町 
京都⼤学フィールド科学教育研究センター 
TEL&FAX  075-753-6227 
BioLoggingScience@gmail.com 
 

バイオロギング本のご案内 

  
■多くの⽅に愛されているバイオロギング本。初めてバ
イオロギング本が産声をあげたのは、2009 年でした。
出版からすでに 14 年以上が経過しており、皆さんにた
くさんお求めいただいたことから、絶版（在庫なし）と
なっています。そしてバイオロギング本の弟（バイオロ
ギング２）が産まれてから 7 年が経ち、こちらも残りわ
ずかとなりました。絶版となる前に是⾮お求めください
︕ 出版社「京都通信社」の Web ページから購⼊できま
す。 https://www.kyoto-info.com/kyoto/ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■外は猛暑が続くのに屋内は寒く、まるで毎⽇サウナと
⽔⾵呂を⾏き来しているような気分です。体調を崩さな
いよう気を付けながら研究に励みます。【NH】 
■空が⻘く、そして⾼く澄み渡るようになりました。⼒
強い陽のもと、フィールドに出かけて、⽣き物たちとの
出会いを楽しみたいと思います。【HM】 
■京都では 6 年ぶりに気温が 39度を超えました。全国
的に猛暑が続いています。皆様におかれましても、熱中
症にお気をつけてお過ごしください。動物たちにとって
も、⽣きるのが⾟い暑さでしょうか・・【SSK】	

	
	
	
	
	

 
 
 
 

 
 

 
 

編集後記 

【S.K】 

mailto:BioLoggingScience@gmail.com
https://www.kyoto-info.com/kyoto/

